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LIBROS
おススメ

711年にアフリカからイスラム勢力が侵攻し、
瞬く間にイベリア半島全域を席巻したが、北
のバスク地方とその西側一帯は制圧されず、
この地に緊急避難したカトリック勢力が戦列
を編成した。ゆえにこの地は「国土回復戦争
（レコンキスタ）」の発祥地、すなわちスペイン・
カトリックの復活の拠点となった。換言すれば、
敬虔なカトリック信仰揺籃の地である。
こうしたカトリシズムとバスク・ナショナリズ
ムが個々に屹立し、不幸にも相剋する関係で
現出したのが、スペイン内戦である。バスク
地方はカトリックを指導理念の1つにしつつ、
民族自決を容認しないフランコ叛乱軍側につ
くか、その真逆の、反教権主義の下でカトリ
シズムとの敵対関係を鮮明にしつつ、バスク
の自治を容認する共和国政府側につくか、こ
の二律背反の選択を迫られたのだった。
バスクは人民戦線政府を選択する。1936
年10月1日、共和国政府はバスク自治憲章を
公布。7日、ホセ・アントニオ・アギーレを首班
とするバスク自治政府が成立する。
バスク政府は、独自の軍隊、独自の貨幣の
鋳造・発行などの施策を通して、自治体制の
強化を図った。叛乱軍のマドリード包囲作戦
が進捗せずに戦線は膠着状態になり、軍の

攻撃目標は北部戦線に移された。1937年4
月26日のゲルニカの無差別攻撃を典型例と
するバスク攻撃である。6月19日、バスク政府
の首都ビルボ（スペイン語でビルバオ）が陥
落する。バスク政府は、カタルーニャ自治政
府の所在地バルセロナに移る。この4日後、フ
ランコはビスカイアとギプスコアの2県に「反
逆」の責任を記す法令を公布し、両県の経済
協約を破棄した。
1939年4月1日、フランコの内戦終結と勝

利宣言。バスク政府は亡命政府としてパリに
移る。バスクから脱出できなかったバスク地
方の人々に対するフランコ陣営の弾圧は執拗
だった。まず、彼らの独自の言語であるバス
ク語の禁止、さらにバスク人の民族的な習慣
や伝統の禁止など、「スペインは1つ」をスペ
イン全土に強制したのだった。
1959年、バスク・ナショナリズムの果敢な

行動主義を主眼とするETA（バスク祖国と自
由）が創設される。当初はバスク民族の文化
復興を目指す若者の団体だったが、やがてバ
スク民族の自治権行使による独立を求める
労働者と連帯し、フランコ陣営との死闘が続
くことになる。70年12月、ETAの指導者たち
はブルゴス軍事裁判で死刑の判決が下され

たが、内外の世論の反発を受けて刑は執行
できなかった。反フランコ闘争の極めつけは、
73年12月のフランコの懐刀であるカレロ・ブ
ランコ首相の爆殺であった。
1975年のフランコの死をもって、スペイン

も次第に西欧社会のメンバーに加わるよう
になる。78年のスペイン憲法は、バスク自治
州憲章の公布を認め、翌年、住民投票で過
半数の賛同を得て承認された。80年、初め
てバスク自治州議会選挙が行われ、34万票
（36％）の得票数を得たPNV(バスク・ナショ
ナリスト党、1895年結党)がバスク3県で勝
利する。86年、PNVの単独政権の終焉。こ
れ以降、連立政権が続く。
2016年10月7日、バスク自治政府が誕生し

てから80年の記念日に、ゲルニカで、バスクの
民主勢力が総力を挙げて「バスクの独立」に
邁進したことを記念する催しが行われた。参
列者の中には、歴代の政府首班、そして初代
大統領アギーレの遺族、さまざまな政党関係
者、音楽家や作家、それにバスク語で小説を
書き続けているキルメン・ウリベ（『ムシェ 小さ
な英雄の物語』の著者、白水社刊）もいた。
バスクの民族的な戦いは、カタルーニャ独
立運動と異なり、これからも続きそうである。
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歴史

本書の舞台は1920年代のマドリード。まず、
この時代のスペイン社会についてアウトライ
ンを述べておこう。
スペインは、第一次世界大戦に中立を宣
言する。そのためにヨーロッパの交戦国に対
する戦争特需で産業は急激に発展し、初め
て輸出超過となる。しかし景気が好調になる
も、物価は激しく騰貴する。1921年7月、スペ
イン領の唯一の植民地モロッコで解放軍とス
ペイン軍との軍事衝突が起こり、スペイン軍
は壊滅、約8千人の戦死者を出した。この事
件は政府、議会、軍部の間の激しい対立を惹
起し、政局は大混乱を引き起こす。軍部の体
たらくが暴露され、軍部と親密な関係と維持
していた国王アルフォンソ13世に対する批判
も高まり、モロッコ戦争反対運動も次第に激
しくなっていく。内閣は頻繁に交代し、1923
年9月、プリモ・デ・リベラ将軍がプロヌンシア
ミエント（蜂起宣言）を行い、秩序回復とモロッ
コ問題解決のために軍事政権の樹立を要求
する。アルフォンソ13世はこれを認めてプリ
モを首相に任命した。この時、スペインがイ
ギリス政治を模範としている立憲君主制を放
擲したことになる。その後、プリモ独裁政権は

世界経済恐慌のあおりを受けて1930年1月
に総辞職する。
このように激動する当時のスペイン社会。
厳しい現実とは対照的に、人々に笑顔を取り
戻させてくれるかのように、セリアの話は実に
融通無碍である。
本書の主人公はセリア。金髪、明るい目、

大きな口をした7歳の少女。彼女はお茶目で
天真爛漫、空想話をして相手をびっくりさせ
るのが大好きである。「とてもきれいです。マ
マがそのことをパパにこっそり言ったのを、セ
リアは耳にしました」と告白する、なんともお
ませな女の子である。
セリアは、マドリード随一の高級宅街セラー

ノ通りで家族とともに暮らしている。恵まれた
幸せな家庭環境̶̶両親、弟、運転手、庭
番、乳母、料理人、メイド、イギリス人家庭教
師がいて、別荘のある̶̶で育った。
本書は、各篇に2～4葉のイラスト付きの、

44篇の「セリアの物語」から成り立っている。
いずれも予期せぬ子どもの万華鏡のような世
界を垣間見せてくれる。
彼女が乳母のドニャ・ベニータと一緒にい

た別荘で、飼い犬ダリラが7匹の子犬を産ん

だ。庭番のマヌエルはその子犬を川に捨てる
と言い、庭番の妻マリアはレタス畑を荒らす
からと、子犬たちを棒で殴る。これでは、セリ
アは乳母と散歩に出かけられない。そこで干
されていたマヌエルの靴下に1匹ずつ入れて
隠す。だが、最後の1匹分の靴下が足りない。
そこで乳母の小さなハンドバックに入れる。
散歩から戻ると、靴下は子犬の重みで伸びきっ
てしまい、乳母のハンドバックは子犬がおしっ
こをしたために変色していた（「ダリラの子犬」）。
ドニャ・ベニータが耳にしてきた噂話による
と、セリアの教会をインドの国王が買ってしま
うという。そこでセリアは友達のカロティカと
力を合わせて、自分たちで教会を買おうとい
うことになり、手持ちの全財産を密かに抱え、
教会の神父さんのいる司教館に向かった。確
かに聖堂には足場が組まれていた。だが、そ
れはお祭りに使う塔修理用の足場だったのだ
（「礼拝堂を買いに」）。
そして最終篇の「アディオス」では「これか

らもみんなが笑ってしまうようないたずらをぜ
んぶ話すつもりです」と結んでいる。
本書は、児童書《セリアシリーズ》12連作

の第1作目（1943年）の邦訳版である。
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